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この 100 年の日本の産業発展、
とりわけ第二次世界大戦後の「高
度経済成長」のけん引力として、
大きな役割を果たしてきたのが
京浜工業地帯である。首都圏
に広がる京浜工業地帯の中核と
なっているのが、東京から横浜
まで、海沿いを南方向に伸びる
約 4,500ha の京浜臨海部であ
り、その中心に位置するのが川
崎である。

川崎市は行政区域としても、
人口 140 万人の巨大都市だが、
総人口 3700 万人を擁する首都

圏（東京、神奈川、千葉、埼玉）
全体の人口・技術・産業集積を
生かし、その行政区域にとどま
らないインパクトをもつ。首都圏
の中心に位置し、羽田空港（東
京国際空港）という空の玄関口
が、多摩川を隔てた対岸にある。
京浜港の埋め立て地は海運用に
整備され、陸運についても、鉄道・
道路が東京・川崎から関東地方
の周辺地域に向かって、放射状
に延びている。

川崎の歴史は、日本の近代産
業の変遷の歴史と重なる。臨海
部・埋め立て地は、物流上の理
由から造船、製鉄・非鉄金属、
石油化学工業の巨大工場の立地
に適しており、20 世紀の初頭か
ら中盤には、それらの工場が立
ち並び、工場を中心に町が形成
されていった。第二次世界大戦
後はさらに海岸の埋め立て整備
が進み、石油化学工業の中枢と
なるコンビナートが形成され、日
本経済をけん引してきた。

時代とともに、臨海部には新
しい顔も出現している。現在で
は、首都圏の電力需要を支える
エネルギー拠点でもある。世界
最高水準の熱効率を誇る火力発

電所をはじめ、バイオマス、太
陽光、風力などの再生可能エネ
ルギー発電所が立ち並び、地熱
発電設備の製作や大型蓄電池の
開発・製造を行う企業も立地し
ている。

各企業では、リサイクル、低
炭素化技術の開発・導入や、企
業間での熱融通など、エココン
ビナート、スマートコンビナート
を目指した取り組みも盛んであ
る。臨海部に限らず、川崎市全
体を環境技術の “ショーケース” 
にしようという、スマートシティ
への取り組みも始まっている。

川崎ダイナミクス
KAWASAKI, JAPAN

川崎は、日本における製造

業の100年の変遷を象徴す

る地である。技術・産業・人材

の集積が新陳代謝を促し、

環境技術に加え、ライフサイ

エンスという新たな得意分

野が生まれようとしている。
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多摩川を隔てて羽田空港と至近距離に
あるという立地が、戦略的重要性を帯
び始めた

三
輪
晃
久
写
真
研
究
所

確かなものづくり技術と世界につながる交通ネットワークで、川崎はイノベーション
を加速させる。
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技術とナレッジ、人材の集積
川崎における “集積” は、多層的
でダイナミックな構造をもってい
る。良質な基礎研究を、研究機
関や企業の開発部門がいち早く
応用に結びつけることができ、そ
の先には、試作品作りに必要な
化学、金属といった素材をはじ
め、機械、エレクロトニクスなど
の製造業が集積している。設計
から製造までの「ものづくり」に
必要な基盤が、狭いエリアにそ
ろっているのである。よいシーズ
が見つかれば、それが継ぎ目な
く、応用技術、試作品、大量生
産のためのライン設計へとつな
がっていく。さらには、川崎周辺
には、シーズをニーズにつなげる
際に不可欠な知的な人材が、密
度高く集積しているのである。

市内には聖マリアンナ医科大
学、日本医科大学、明治大学を
はじめとする 9 つの大学が立地
する。さらに首都圏を見渡せば、
理工系学部・研究科のある大
学・大学院だけでも 35 を数え
る。これらの大学、そして川崎
市だけでも２００以上を数える、
首都圏全体の研究開発機関の
存在により、知的人材が集積し、
常に最先端の情報が行き交って
いる。ひとたび川崎の地で試作
品を作れば、すぐに厳しい目を
もった知的人材や都市型の消費
者からのフィードバックを得るこ
とができるのである。

それゆえ、東芝、富士通、
NEC、日立製作所、キヤノン、昭
和電工、JFE、味の素、サントリー

といった日本を代表する企業、さ
らにはグローバル企業の日本法
人が、研究開発拠点を川崎に置
いている。それら企業は、ユー
ザーに近いところでの研究開発
のメリットを存分に享受してい
る。市内に立地する外資系企業
の本社所在数は 41 社を数える。

市内各所に立地する大企業の
研究開発拠点のほか、3 つのサ
イエンスパーク（かながわサイエ
ンスパーク、新川崎・創造のもり、
テクノハブイノベーション川崎）、
そして市の北部には、マイコン
シティという名称の研究開発型
工業団地も存在する。

このような集積が最も生かされ
るのは、「超高齢社会」や「持続
可能社会」といった複雑な課題
に取り組むときである。こうした
課題の解決には、医学、バイオ
テクノロジー、物理、化学、工
学といった科学・技術的知見の
総動員が必要となる。しかも、こ
うした課題にいち早く取り組むに
は、基礎研究をできるだけ早く応
用研究につなげ、さらには試作
品開発を速やかに行うという継
ぎ目のない連携が必要となる。

こうした川崎の集積の特徴と
産業の新陳代謝を生かして、環
境技術という近年の得意領域に
加え、ライフサイエンスという
新しい得意領域も生まれようと
している。機械・エレクトロニク
ス、化学工業などのもつ基礎技
術が、医療関連という新しい出
口を見つけたのである。

エキサイティングな地
現在、晴れた日には、川崎から
約 90km 西方にある富士山の勇
壮な姿を一望することができる。
高度成長期は、公害つまり大気
汚染や土壌汚染、水質汚濁、騒
音といった、人々の生活環境へ
の負荷の大きい時代でもあり富
士山もよく見えなかったが、川
崎は 1960 年に、全国で最も早
く、公害防止条例を施行した。
こうして、日本の他の地域に先
駆けて公害対策に取り組んだこ
とにより、1970 年代には、公
害を克服することに成功した。

現在、川崎が環境技術に強み
を持つのは、公害を克服し、住
宅地と工業地帯の共存に知恵を
絞ってきた歴史に負うところが大
きい。そうした経験に学ぼうと、
2008 年には中国から胡

こ き ん と う

錦濤国
家首席が川崎市臨海部の視察に
訪れている。

川崎と東京を隔てる多摩川
は、高度成長期にはゴミの浮
かぶ濁った川であったが、厳
しい規制が設けられたことによ
り、現在では、アユが遡上する
清らかな水が流れる川になって
いる。多摩川べりは、都市部に
残された貴重な自然空間として、
周辺住民の憩いの場になってい
る。また川崎市北部に広がる生
田緑地や中部の等々力緑地は、
周辺の住民に快適な環境を提供
している。

文化環境においても、日本が
誇るユニークな文化や作品を鑑

賞できる施設が川崎のあちこち
に存在する。日本有数の音楽
ホールである「ミューザ川崎」、
日本の伝統的古民家を移築し
た野外博物館「日本民家園」、
まんが「ドラえもん」で有名な
藤子・Ｆ・不二雄の作品を展示した

「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」、
川崎生まれの世界的芸術家であ
る岡本太郎の多面的な活動を
体感できる「岡本太郎美術館」
等々、枚挙にいとまがない。

このほか、首都圏に集積して
いる文化インフラ、商業インフ
ラ、生活インフラに交通ネット
ワークで直結しているため、そ
れらを容易に享受することがで
きる。

現在、首都圏の若い世代に
人気を呼んでいるのが、臨海部
の工場夜景である。海辺に林
立する化学工場の幻想的な照
明を楽しむ、夜間のツアーもあ
る。この工場夜景ツアーが象徴
するように、古い産業を過去に
葬り去るのではなく、古いもの
の中から新しい芽を見つけ出し
て次の時代の創造へのステップ
にする、そのようなエキサイティ
ングな実験が、今まさに川崎の
そこかしこで始まっているので
ある。� 

臨海部の工場夜景

左：1960年代の川崎市の空　右：環境を取り戻した多摩川にはアユが遡上してくる

生田緑地の菖蒲園
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羽田空港の対岸で開発が進むキングス
カイフロント。そこは、周辺の研究機
関、企業の技術・産業集積を最大限に
生かして、ライフイノベーションの新
しい拠点になろうとしている。

川崎は、地の利と技術・産業の集積という
自らの資産を生かして、今、イノベーショ
ンの新たな拠点を築きつつある。そこはキ
ングスカイフロントと呼ばれる、川崎市の
殿
とのまち

町地区の40haほどの地域で、多摩川を
はさんで羽田空港（東京国際空港）の対岸
に位置する。殿町の「殿」というのは、
日本語で武士集団のトップをさし、KING
はそれに由来するとともに、Kawasaki 
INnovation Gatewayの頭文字をとった
ものでもある。スカイフロントは、羽田空
港に面しているからに他ならない。

羽田空港は国際空港として出発したが、
成田空港（新東京国際空港）ができて以
後、東京圏における主要な国際空港として
の地位を成田に譲ったかにみえた。しかし
2010年、羽田は国家戦略として再国際化
され、東京都心にもっとも近い国際空港と
いう地位を復権しつつある。

ライフイノベーションの萌芽
キングスカイフロントの地にはもともと、
自動車会社と石油会社の20世紀型の工場
があった。この土地を21世紀型のイノ
ベーションの戦略的拠点とするため、川崎
市の阿

あ べ

部孝
た か お

夫市長は「健康・医療・福祉、
環境」というキーワードを掲げた。

つまり、高齢化社会や環境問題という課
題に、世界で他国に先駆けて直面した日本

において、そうした課題の解決に取り組む
ことが、イノベーションの起爆剤になると
考えたのである。

川崎のプロジェクトは、同様の問題意
識をもつ、神奈川県、横浜市との連携のも
と、京浜地区全体のプロジェクトとなり、
2011年に日本政府から「京浜臨海部ライ
フイノベーション国際戦略総合特区」に指
定された。特区になったことで、規制緩和
や税の軽減など様々な優遇措置が認められ
ることになった。

「健康・医療・福祉、環境」のうち、
「環境」に関しては、川崎は、公害克服の
過程で、環境負荷を減らす技術、リサイク
ル、新エネルギー関連など、様々な技術を
培ってきた。では、超高齢社会を支える
「健康・医療・福祉」についてはどうか。
実のところ、ライフサイエンスの萌芽も、
化学産業や食品産業が多数立地する川崎の
あちこちに見られる。例えば、川崎に研究
所と工場をもつ日油は食用油脂などを作っ
ていた化学工業会社だが、現在はドラッ
グ・デリバリー・システムなど医薬品開発
分野が成長事業となっている。また、味の
素は世界一のアミノ酸の製造メーカーだ
が、もともとの食品分野から、現在は医療
分野の最先端まで領域を広げ、その研究開
発と生産を川崎で行っている。

最先端医療のためのインフラづくり
特区全体をあげて、重点的に取り組もうと
している医療分野は、「再生医療」、「が
ん・生活習慣病」、「公衆衛生・予防医
学」の3分野である。

そして、特区で産業集積を生かした民間

主導のイノベーションを起こしていくため
の戦略として、以下の3つの政策課題を設
定している。

第１の政策課題は、「個別化・予防医
療を実現するための健康情報のデータベー
ス構築」である。これを受けて、味の素の
「アミノインデックス技術」などを用い
た、検体バンク・検体情報ネットワークの
整備が計画されている。

第２の政策課題は、「国際共同治験の
推進によるドラッグラグ・デバイスラグの
解消と日本製品のアジア市場への展開」で
ある。この課題解決に対して中心的な役割
を果たすのは、公益財団法人実験動物中央
研究所（実中研）と、国立医薬品食品衛生
研究所（国衛研）である。実中研はもとも
と川崎市の内陸部で研究開発を行っていた
が、2011年からはキングスカイフロント
に建設された新施設に拠点を移し、研究開
発や連携活動をさらに活発に行っていこう
としている。一方、国衛研は、東京都内か
らキングスカイフロントに移転することが
決まっている。

国衛研は130年以上の歴史を持つ、日本
で最も古い、国立の医薬品試験研究機関で
あり、現在は医薬品・食品、生活関連分野
の化学物質の品質、安全性、有効性の評価
に関する試験・研究を行っている。これら
日本を代表する研究施設がそろうことか
ら、川崎市は、次の２つのシナリオを描
く。すなわち、国衛研がレギュラトリー・
サイエンスにおいて中心的役割を果たし、
各国の審査機関と連携しながら、新薬や新
医療技術の評価・解析手法の確立をはか
る。世界基準が確立されることで、後述す

川崎市

ライフイノベーションに向けて離陸
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る慶應義塾大学岡野教授による再生医療を
臨床につなげるための取り組みが大きく前
進する。さらには、国衛研および実中研の
リソースを生かしながら、キングスカイフ
ロントがアジアの国際治験ネットワークの
中軸になる。

羽田に近接しているため、韓国や中国
から研究者やビジネスマンが共同研究や会
議のためにここを訪れ、日帰りで帰国でき
るということが、これらのシナリオを現
実的なものにしている。なお、羽田空港
内では、東京国際エアカーゴターミナル
（TIACT）が2011年3月に、医薬品専用
スペースを設置し、羽田がアジアにおける
創薬・臨床開発関連貨物の輸出入物流のハ
ブとなるインフラが整った。

再生医療や医療機器の治験に関する日本
政府の規制緩和も期待される中、キングス
カイフロントをハブとして、国際共同治験
が行われ、創薬や新医療機器・新医療技術
開発がより迅速に行われることが、遠くな
い未来として予想される。

シーズとニーズの出合う場所
第３の政策課題は、「大学等の優れた要素技
術の産業化と既存産業の医療・健康分野への
展開」である。この課題解決を目指す連携の
場として、キングスカイフロントに2012年
度内にオープンする（仮称）産学公民連携研
究センターが、有力な拠点になる見込みだ。
高度な先端技術を有する産学公民の連携によ
り、研究の推進を図る施設である。２階、３
階には川崎市の検査・研究機関である、健康
安全研究所、環境総合研究所が入居する。先
端研究機関との連携により共同研究の促進や
地域の活性化を図り、機能を高度化すること
が目的だ。また、４階はライフサイエンス・

環境分野の高度な先端技術を有する企業、大
学などが入居するレンタルラボであり、国内
外の企業、研究機関がここへの入居を予定し
ている。

産学公民連携研究センターのほか、川崎
に立地する以下の3つのサイエンスパーク
がインキュベーション機能を担い、川崎市
内外の大学および周辺地域にある企業を巻
き込んでいく。

第１は、「かながわサイエンスパーク
（KSP）」であり、1989年開業の日本初
のサイエンスパークである。財団法人神奈
川科学技術アカデミー（KAST）と連携し
ながら、研究から新事業を創出するイン
キュベーション機能を担っている。

第２の、「新川崎・創造のもり」は、
2000年にスタートした産学連携型のサイ
エンスパークである。川崎市と慶應義塾大
学の連携による研究開発拠点「ケイスクエ
ア・タウンキャンパス」、研究開発型企業
のインキュベーション施設「かわさき新産
業創造センター（KBIC）」に加え、2012
年9月には「国際ナノ・マイクロ技術産
業化支援センター(NANOBIC)」が完成す
る。大型のクリーンルームが備えられ、ナ
ノ・マイクロ領域での加工・試作・計測・
評価の一連の作業が可能である。企業・大
学が集積し、ナノ・マイクロ技術の研究開
発に取り組む。クリーンルーム内には、慶
應義塾大学・早稲田大学・東京工業大学・
東京大学が有する最先端の研究機器が設置
され、企業も利用することができる。ケイ
スクエアにおいては、医工連携のほか、電
気自動車プロジェクトや世界最速の光ファ
イバーを活用した新産業創出プロジェクト
などが展開されている。

第３は、「テクノハブイノベーション川

崎（Think）」である。ＪＦＥにより整備
された、大型実験・ウェットラボ対応のサ
イエンスパークで、川崎市が運営するアジ
ア起業家村の中核施設にもなっている。

付加価値の高い生産を志向すると、製
造技術としてはナノテクが主流となり、ア
ウトプットは、環境関連やバイオ関連とい
うケースが多くなる。バイオに関しては、
ナノテクの拠点である新川崎・創造のもり
やKSPでは実施に限界があるウェットラボ
での実験を、キングスカイフロントは可能
にする。国衛研および産学公民連携研究セ
ンターは、いずれもバイオセーフティーレ
ベル3の研究が行える施設であり、レベル
3の研究施設が数年中にここに少なくとも
2つそろうことになる。土地所有者である
ＵＲ都市機構は、民間主導でのイノベー
ションを実現させるため、これらの施設立
地をトリガーとしてグローバル企業などへ
の企業立地を進めている。

キングスカイフロントは、川崎のものづ
くりの強みを存分に生かしつつ、環境関連
に加えて、ライフサイエンスという新たな
得意分野をさらに大きく育てていこうとし
ている。この地を、イノベーションのトリ
ガーとして、アジアの研究開発の中心地・
付加価値の高い製造業の発信地にしていく
ことが、21世紀の川崎に与えられたミッ
ションといえよう。

www.city.kawasaki.jp/20/20rinkai/home/
TEL: 044-200-3633

川崎市

http://business.ur-net.go.jp/
TEL: 045-682-1526

UR都市機構 (キングスカイフロントへの立地について)
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ADVERTISEMENT FEATURE

分子神経生物学、発生生物学、
再生医学の分野で世界をリード
する1人である、慶應義塾大学
医学部生理学教室教授の岡

お か の

野
栄
ひでゆき

之は、実験動物中央研究所
（実中研）と10年以上にわた
り共同研究を行っている。

岡野らは、2005年にはマー
モセットの脊髄損傷モデルを
実中研グループとともに初め
て開発し、ヒトの胎児由来の
神経幹細胞をこのマーモセッ
トに移植した。さらに、この
脊髄損傷モデルに対して肝細
胞 増 殖 因 子 （ H G F ） を 用 い
た前臨床研究を行い、それを
踏まえて筋萎縮性側索硬化症
（ALS）の治験も始まってい
る。ヒトの治療への第一歩が
踏み出されたのだ。

岡野が次に目標にしている
のは、iPS細胞（人工多能性幹
細胞）を使った脊髄損傷の治
療モデルの確立である。「す
でにヒトiPS細胞から作った
神経幹細胞をマーモセットの
脊髄損傷モデルに移植し、運
動機能の回復に成功していま
す。それを臨床につなげるた
めには、機能回復のメカニズ

ム、免疫学的拒絶反応、移植
した細胞の画像解析などを詰
めていく必要があり、実中研
とのプロジェクトがますます
重要になってきます」と岡野
は強調する。

より臨床に近い前臨床研究
ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル ・ リ
サーチに使われる実験動物と
しては、従来、マウスが用い
られてきた。従来のマウスの
限界を超えるために、岡野は
霊長類であるマーモセットを
使った研究のほか、実中研が
開発した重症度免疫不全マウ
ス（NOGマウス）を使った研
究に取り組んできた。「NOG
マウスを使うと、ヒトの幹細
胞、幹細胞に由来した細胞、
あるいはがん細胞の挙動を詳
細に追うことができます」と
その利点を語る。

マーモセットでは前述した
脊 髄 損 傷 モ デ ル の 開 発 に 加
え、岡野は実中研グループと
トランスジェニック マーモ
セ ッ ト を 初 め て 作 り 出 し た
(Sasaki,E. et al. Nature 459, 
523-527(2009))。岡野は期

待を込めて語る。「生殖細胞
へ導入遺伝子が伝わるのは霊
長類で初めてです。この方法
を使って、現在、アルツハイ
マー病や自閉症などの精神神
経疾患を中心に様々なモデル
動物を作っています。これら
は、新薬開発や病態解明のた
めの優れたモデル系になるで
しょう」。

「先制医療」
これまで、疾患としては脊髄
損傷を中心に研究してきた岡
野だが、アルツハイマー病な
ど に 領 域 を 広 げ て い こ う と
している。アルツハイマー病
は、発症するまでに時間がか
か る 。 そ こ で 、 寿 命 の 長 い
マーモセットが意味をもつと
岡野は語る。「トランスジェ
ニックマーモセットのアルツ
ハイマーモデルにおいて、発
症するまでの過程で長期的に
どんな変化が起きるかをMRI
やPETなどを使って観察でき
ます。そうすると、何年後に
発症するかといったことなど
が予測可能になります」。

岡野は、今後重要なのは、
「先制医療」だと語る。「発
症を未然に防ぐことが、iPS
細胞あるいはマーモセットを
使った解析でいずれ可能にな

るのではないか。そのために
はマルチオミクス、さらに、
階層性が違う生命情報を統合
的にデータ処理するシステム
生物学、システム医学が必要
です。慶應義塾大学内の様々
な 部 門 と 共 同 し て 病 態 を 理
解しつつ、より統合した情報
として貢献していきたいです
が、1大学でできることは限ら
れます」という。

そ こ で 岡 野 は 、 連 携 の 重
要性を強調する。「新薬の検
定となると国立医薬品食品衛
生 研 究 所 と の 協 働 が 必 要 で
すし、in vivo における病態
解析、しかも霊長類でとなる
と、実中研との共同研究とい
うことになります。我々の体
も、DNAがあって細胞があっ
て組織があって個体がある。
各階層をつなぐためには、多
様な専門性をもつ研究機関の
連携が大事です。キングスカ
イフロントがこうした連携を
促進する場になり、再生医療
をはじめとする新しい医学・
医療に最適な拠点になること
を期待しています」。

www.okano-lab.com/
hidokano@a2.keio.jp
TEL: 03-5363-3747

慶應義塾大学 医学部生理学教室

再生医療の実現のために、キングスカイフロントにおい

ては、実中研 再生医療・新薬開発センターを拠点とし

て、臨床に向けた多様で多層的な連携が始まっている。

川崎キングスカイフロント
プロジェクト (1)

慶應義塾大学 医学部生理学教室 教授
慶應義塾大学 医学研究科 委員長

岡野 栄之

再生医療の実現を加速
させる

Kawasaki4.indd   4 12/09/12   18:10

©  NPG Nature Asia-Pacific 2012



NA
TU

RE
JO

BS
SP

OT
LIG

HT
 O

N 
KA

WA
SA

KI
5

 |
 N

A
T

U
R

E
J

O
B

S
 |

 2
0

 S
E

P
T

E
M

B
E

R
 2

0
1

2

Advertisers retain sole responsibility for content.

ADVERTISEMENT FEATURE

基礎医学から臨床へのトランス
レーショナル・リサーチにおい
て不可欠な役割を担っているの
が、動物を用いたin vivo実験
医学である。この分野の進歩を
加速させているのが、川崎市の
殿町（キングスカイフロント）
に立地する実験動物中央研究所
（実中研）だ。創立者である理
事長・所長の野

の む ら

村達
た つ じ

次は基礎医
学の研究者であったが、医学研
究のためのインフラ作りを通し
て医学の進歩に貢献したいと願
い、実中研の礎を築いた。

創立者の子息である、実験
動物研究所専務理事・副所長
の野

の む ら

村龍
りゅうた

太は、実中研の60年
の歴史を40年と20年に分けて
こう説明する。「最初の40年
に集団基準化実験動物、いわ
ば“スペックのある動物”を
作る技術を開発しました。そ
の基盤の上に、最近20年で最
先端の実験動物を作り出すこ
とができています」。

世界に通じる最先端の実験動物
野村が最先端実験動物の代表
例として挙げるのは、ポリオ
マウス、rasH2マウス、NOG

マ ウ ス 、 遺 伝 子 改 変 マ ー モ
セットの4種類である。ポリオ
マウスは、ポリオの生ワクチ
ンの神経毒力テスト用に開発
されたマウスで、現在、WHO
の世界ポリオ撲滅プログラム
の正式検定動物として採用さ
れている。rasH2マウスは短
期 発 が ん 性 試 験 用 の 遺 伝 子
改変マウスで、これを用いる
と、医薬品開発において通常2
年かかる発がん性試験の期間
を6カ月に短縮できる。10年
以上をかけた実用化に際し、
日米欧の行政当局と共同開発
を実施した。実中研はその実
績を通して特にFDAより高い
評価を得ている。

一方、より広い用途のため
に開発されたのがNOGマウス
と名付けられた重症度免疫不
全マウスだ。これをベースに
多様なヒト化マウスが作られ
ている。野村は言う。「ヒト
造血幹細胞の導入により、血
液の約7割がヒトに換わった
マウスができています。肝臓
も約8割がヒトに換わったも
のができており、このマウス
では医薬品の代謝動態が調べ

られます。1960年代初めに
サリドマイドの副作用が世界
的な問題になりましたが、こ
の頃にヒト化した肝臓をもっ
たNOGマウスがあれば、薬禍
は避けられたでしょう」。

マ ウ ス だ け で は な い 。
実 中 研 の 佐

さ さ き

々 木 え り か た ち
は 、 慶 應 義 塾 大 学 医 学 部 の
岡
お か の

野栄
ひでゆき

之教授らと世界初の遺
伝 子 改 変 霊 長 類 で あ る ト ラ
ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ー モ セ ッ
ト の 開 発 に 成 功 し て い る
(Sasaki,E. et al. Nature 459, 
523-527(2009))。

再生医療の世界基準作りを
目指す
実中研がキングスカイフロン
トで目指すのは、新薬開発や
新医療技術の開発における安
全性に関する世界基準作りで
ある。野村は期待を込めてこ
う話す。「今後、実中研の隣
に移転してくる国立医薬品食
品衛生研究所（国衛研）と一
緒に、再生医療の基材の安全
性の基準作りをしていきたい
と思っています。実中研は特
にin vivo研究で役割を演じて
いくことになります」。

野村が描くもう1つのビジョ
ンはテーラーメイド医療の実
現 で あ る 。 ヒ ト が ん 細 胞 を
NOGマウスに移植し、同一組
織をマウス体内で再現するこ

とにより、生きたがん細胞の
観察や解析を可能にするVCX
（Viable Cancer Xenograft）
モデルを構築し、まずはがん
のパネル作りを行う。その先
に“究極の”テーラーメイド
医 療 が あ る と 野 村 は 言 う 。
「私ががんになった時に、私
のがん細胞をNOGマウスに
入れると私の分身のNOGマ
ウスができます。そのマウス
を使ってどの薬がいちばん効
くのかを試し、治療方針を決
めていく。実験動物というの
は、医薬品開発や安全性試験
に使われるものだという現在
の常識を変えて、医療の現場
に持っていける形にすれば、
さらに人類に貢献できるので
はないかと思います」。

実中研から多摩川をはさん
で対岸に見える羽田空港を眺
めながら、野村はこう語る。
「ここが発信基地になって、
シ ン ガ ポ ー ル や 中 国 、 韓 国
などとアジア共同研究を行う
とともに、世界中の企業や研
究機関がここで共同実験を行
いたいと願う場所にしていこ
うと思います。そのために、
我々の共同研究施設はいつで
も開かれているのです」。

www.ciea.or.jp/
ciea-office@ciea.or.jp
TEL: 044-201-8510

公益財団法人 実験動物中央研究所慶應義塾大学 医学部生理学教室

キングスカイフロントでのライフイノベーションを担う拠点

の1つが実験動物中央研究所である。今後は、国立医薬品食品

衛生研究所との連携による相乗効果が期待される。

公益財団法人 実験動物中央研究所
専務理事・副所長

野村 龍太

テーラーメイド医療の
発信地として

川崎キングスカイフロント
プロジェクト (2)
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ADVERTISEMENT FEATURE

アミノ酸の生産・供給における世界一
の企業であり、アミノ酸解析技術で圧
倒的優位性を持つ味の素株式会社が、
それを医療に応用する「アミノイン
デックス技術」を開発した。アミノイ
ンデックス®はすでにがんリスクスク
リーニングマーカーとして実用化さ
れ、さらに他の疾患への展開も検討し
ている。

味の素㈱は、日本発の、調味料、加工食
品、アミノ酸、医薬品、化成品のグローバ
ルメーカーである。味の素㈱は、アミノ酸
技術の幅広い応用により、人類の食と健
康に貢献する取り組みを進め、現在、世界
26カ国に拠点をもつ。

代表取締役副社長の國
くにもと

本裕
ゆたか

は、味の素㈱
の歴史を「アミノ酸と共にある」と語る。

「東京帝国大学教授の池
い け だ

田菊
きくなえ

苗博士が、
昆布だしの成分に、それまで知られていた
4つの基本味である甘味、塩味、酸味、苦
味では説明しきれない味が含まれていると
考え、研究を重ねました。その結果、それ
がアミノ酸の一種であるグルタミン酸であ
ることをつきとめ、それにうま味と名付け
ました。池田博士から相談を受けた実業
家の鈴

す ず き

木三
さぶろうすけ

郎助が、1909年にグルタミン
酸ナトリウムを商品化し味の素®として販
売開始したのが、当社の歴史の始まりで
す」。國本はそう説明する。

現在、味の素㈱の川崎事業所のある土地
には鈴

すずきちょう

木町の名が付けられているが、これ
は、創業者・2代目鈴木三郎助の名に由来す
る。味の素㈱は1914年にこの地で川崎工場
を稼動させた。現在は川崎事業所として、

主力工場と多くの研究所が集積している。
創業以来100年以上にわたって、味の素

㈱はアミノ酸の研究を続けてきた。研究領
域はグルタミン酸から他のアミノ酸へと広
がり、さらにはアミノ酸が人体のタンパク
質を構成する要素であることから、ヒトの
健康へと広がっていった。その過程で、ア
ミノ酸の生産・供給で世界一となっただけ
でなく、アミノ酸解析技術そのものが圧倒
的優位性をもつに至った。製品は調味料や
加工食品だけでなく、化成品や健康食品、
精密機器材料へと広がり、さらには医療分
野への応用も進めている。その最新の事例
がアミノインデックス®だ。

体の不調は血中アミノ酸濃度に表れる
「血液中に存在するアミノ酸は、40種類
以上あることがわかっています。そして、
各アミノ酸の血中濃度は、通常、生体の恒
常性維持機能により、一定となるように制
御されています。ところが、何らかの理由
で栄養状態が悪化したり、疾患にかかった
りすると、代謝機能が変化するなどが一因
となり、血中アミノ酸濃度バランスが崩れ
ます」。味の素㈱フロンティア研究所長の
尾
おのみち

道一
か ず や

哉はそう話す。
疾患がアミノ酸バランスに関係している

ことは、従来から知られていた。
「しかし、血液中のアミノ酸濃度バラ

ンスを調べて、栄養状態の優劣や、疾患の
有無、その進行状態を判断するのは、従来
の方法では困難でした。そうした中で、私
たちはアミノ酸にこだわって研究を続け、
その結果、医療機関で使用可能なアミノ酸
の解析技術を得ることができました。それ

が、『アミノインデックス技術』です」。
尾道はそう述べる。

味の素㈱が開発した「アミノインデック
ス技術」は、血液中の複数のアミノ酸濃度
を測定して指標化し、それを、各種の疾患
にかかった患者のそれと比較することで、
健康状態や、罹患リスクを予測する技術で
ある。バイオインフォマティックスを使っ
た多変量解析であり、アミノ酸同士の相関
関係を数式化したものである。

「自動アミノ酸分析計が世界で最初に開
発されたのは1950年代です。その1号機
を導入したのは米国の医薬品・化学品企業
であるメルク社ですが、2号機を導入した
のは当社です」。尾道のこの言葉が示す通
り、世界に先駆けてアミノ酸の解析に着手
した味の素㈱は、大規模な研究開発体制で
アミノ酸の解析を続け、様々な応用開発を
行ってきた。例を挙げれば、アミノ酸を中
心的な成分とする輸液、さらには肝疾患用
分岐鎖アミノ酸製剤「リーバクト」などが
あり、医薬・健康分野は現在、同社の事業
の重要な一角を占めている。

そのような、味の素㈱がベースとして
もつアミノ酸解析技術に加えて、ここにき
て「アミノインデックス技術」の事業化が
可能になったのには、主に2つの理由があ

味の素株式会社

こだわり続けたアミノ酸が医療を変える

味の素㈱フロンティア研究所の尾道一哉 所長
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る。まず、血液中のアミノ酸を高速で分析
する試薬と機器を他社と協力して開発した
こと。従来は2時間かかっていたが、この
機器では7分以内で分析できるようになっ
た。また、検体を室温にさらしておくと、
採血から分析までの間にアミノ酸濃度が変
わってしまうという問題があったが、他社
と共同でキューブクーラー®と呼ぶ保冷型
運搬装置を開発し、検体を劣化させない環
境を整えた。

「罹患するとアミノ酸バランスが崩れる
ことが知られているものには、がん、動脈
硬化などの循環器疾患、生活習慣病、そし
てアルツハイマーといった、数多くの疾患
があります。アミノインデックス®はがん
に対しては、実用化に至りました。受診者
が増えて、多くの方の健康に寄与できるこ
とを願っています。そして今後は、他の疾
患への応用展開をはかっていきます」。尾
道は期待を込めて、そう語る。

複数のがんリスクを一度の検査で測定
実用化は、がんに罹患している可能性を予
測する「アミノインデックス®がんリスク
スクリーニング(AminoIndex® Cancer 
Screening: AICS )」から始まった。
2011年4月にまず、胃がん、肺がん、大
腸がん、前立腺がん（男性の場合）、乳が
ん（女性の場合）でスタートし、2012年
5月には、婦人科がん（子宮頸がん、子宮
体がん、卵巣がん）が追加された。

健康ケア事業本部アミノインデックス部長
の吉

よしもと

元良
りょうた

太は、最初にがんを選んだ理由とし
て、日本人のがん死亡率の高さを挙げる。

AICSは2012年6月現在、日本国内の約

300の健診機関・医療機関において受診が可
能である。人間ドックなどで採血したサン
プルは、外部機関でアミノ酸を分析し、そ
れを味の素㈱が解析する。診断結果は、１
～２週間ほどで健診機関・医療機関から受
診者に伝えられる。受診者からすれば、一
度の採血で、男性4種、女性5種のがんの罹
患リスクがわかることになる。罹患リスク
は、ランクA～Cの3段階で示される。

吉元は言う。「一度の検査でがんの種類
までわかるのは、がん種によって濃度が変
動するアミノ酸と、そうでないアミノ酸と
があるからです。また、臨床試験を進める
うちに、早期がんでも進行がんでも、どち
らに対してもほぼ同等の感度を持っている
ことがわかってきました」。

吉元は、企業の健康診断や人間ドックで
の、AICSのもつ意義についてこう語る。
「現在、日本ではがん検診の受診率は高い
とは言えません。それは、痛みのような身
体的負担や恥ずかしさなどの精神的な抵抗
感を覚える検査があることが、障害になっ
ていると考えています。しかし、AICSで
は、採血だけでスクリーニング検査が可能
です。健康診断では、通常、血液検査が行
われますから、検査をする側もされる側
も負担は少なくてすみます。AICSの普及
で、検診の受診率が上がり、早期発見が増
えればと考えています」。

今後は、対象となるがんの種類の増加と、
他の疾患への展開を検討しているという。

「現在、膵臓がんについての臨床試験を
進めているところです。また、生活習慣病
の罹患リスクや、現在は腹囲の測定やBMI
などで判断しているメタボリック症候群に

関しても、『アミノインデックス技術』
が、より正確な診断に貢献できるようにな
ればと願っています」と吉元は語る。

がん・前がん状態の発見に寄与
AICSをいち早く導入した病院の１つに、東
京都千代田区にある三

み つ い

井記
きねんびょういん

念病院総合健診
センターがある。ここでは2011年9月か
ら、人間ドックのオプションメニューに、
AICSを加えている。総合健診センター所長
の山

やまかど

門實
みのる

は「常に予知や予防に役立つ技術
を探してきたなかで、『アミノインデック
ス技術』に出合いました」と話す。

AICSを目的に来院する人も多く、遠く
は、日本列島の両端の北海道や沖縄から飛
行機で受診しにくる人もいる。

「AICSをご存じない方でも、こちらか
ら説明すると、オプションに加える方が多
くいます。費用はかかりますが、わずか
5 mlの採血だけでいい手軽さが評価され
ているのでしょう」と山門は話す。

検査希望者は月日が経つにつれて増えて
おり、2012年3月末までに300名近くが
同院でAICSの検査を受けている。その結
果について、山門はこう説明する。

「例えば、肺がんに関しては、257名の
うち29名が、『ランクC』というがん罹
患リスクが高いグループでした。そのうち
CT検査が終わっているのは21名ですが、
うち1名に肺がんの疑いがあり、その1名
を含む13名に、何らかの前がん状態が見
つかっています。胃がんに関しては257名
のうち16名が「ランクC」で、精密検査を
終了した12名のうちの8名に萎縮性胃炎が
見つかっています。それは放っておくと、
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将来、がんに進展する可能性があります。
少なくとも、前がん状態が多く発見できて
いることは間違いありません」。

山門は、「AICSの実績が蓄積していけ
ば、がん検診にはCTやPETといった画像
診断は必要なくなり、AICSと超音波診断
の組み合わせが、最終的な人間ドックのメ
ニューになるのではないでしょうか」とも
語る。

そのためにも、他のがん種についても、
AICSで対応することを期待している。

「特に膵臓がんは、超音波でもなかなか
発見できませんから、近い将来、AICSが
従来の検査方法を凌駕してほしいと思って
います」。そう山門は結んだ。

「アミノインデックス技術」を世界標準に
川崎で生まれ、川崎で育った「アミノイン
デックス技術」に対しては、川崎市が寄せる
期待もきわめて大きい。川崎市総合企画局担
当理事で臨海部国際戦略室長の小

こばやし

林延
のぶひで

秀は
「『アミノインデックス技術』には、ぜひ世
界標準になってほしい」と語る。

少子高齢化が急速に進み、平均寿命も長
い日本は、世界から見ると、健康に関する
先進事例を多く持つ国である。川崎市が味
の素㈱などと連携して進める京浜臨海部ラ
イフイノベーション国際戦略総合特区が、

日本におけるライフイノベーションの先進
地域になろうとしているように、日本もま
た、世界における“健康”先進国になる可
能性を秘めている。

「それも、１つのやり方を各国に押し
つけるのではなく、味の素㈱がこれまで、
各国の食文化にふさわしい調味料を提供し
てきたのと同様、『アミノインデックス技
術』もローカライズされ、それぞれの地域
で、より受け入れやすい形になって展開さ
れていくようになるのではないでしょう
か」。そう小林は語る。

それが、川崎のイメージをも変えること
を小林は期待している。「今、川崎と言わ
れてライフイノベーションを連想する人は
ほとんどいないでしょう。多くの人は、高
度経済成長期の日本を支えた化学工業や重
工業を連想すると思います。しかし、『ア
ミノインデックス技術』が世界に貢献すれ
ば、そのイメージは変わるはずです」。

イメージが変わっていくことは、味の
素㈱も望んでいることだ。同社の國本副社
長はこう述べる。「味の素㈱は、世界ナン
バーワンのアミノ酸技術によって、食とラ
イフサイエンスと健康に貢献する企業だ
と、世界中から認識してもらえるようにな
りたい」と話す。パートナーシップも、広
く国内外で結んでいく。

「『アミノインデックス技術』は、期待
されている個別化医療および予防医療を実
現するサービスです。しかし、『アミノイ
ンデックス技術』だけ、味の素㈱だけでそ
の大きな理想を実現できるわけではありま
せん。今回、京浜特区では、『アミノイン
デックス技術』がシステム全体の中でどう

機能し、貢献できるかに注目しています。
その過程を見ながら、他地域や、他の強み
を持つ企業との連携を考えていきます」。
そう國本は語る。

アミノ酸で始まった会社が、100年以上の
時を経て、アミノ酸に基づいた新しい健康革
命の起点になろうとしている。アミノサイエ
ンスがここまで発展する可能性を予見して、
研究開発を続けてきたのだろうか。

その疑問に國本は「予見していたか、続
けているうちに可能性を見いだしてきたの
か、どちらなのかはわかりません。ただ１
つ言えるのは、私たちは食品会社としては
珍しく、グルタミン酸を発端としてアミノ
酸というヒトの食と健康の結節点にある物
質の探究を続けてきた会社であるというこ
とです。『新価値創造と開拓者精神』を念
頭に、根源のところを追究したいという思
いが、途切れることなく続いてきました」
と答える。

味の素㈱の年間研究開発費は、約380億
円に上る。味の素㈱の従業員は単体で約
4000人いるが、そのうち1300人近くが
研究開発に従事している。これは、日本の
食品メーカーとしてはずば抜けて大きい数
字であり、高い比率である。米国の調査会
社パテントボード社が、米国における特許
登録件数や特許の被引用件数などを総合的
に評価した結果、味の素㈱は、常に食品・
飲料・たばこ関連企業部門で上位に位置し
ている。　　

www.ajinomoto.co.jp/
pr_info@ajinomoto.com

味の素株式会社

三井記念病院総合健診センターの山門實所長
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富士通は、東京大学や製薬会社、さらに
シンガポールの政府系機関と共同で、が
んなどに有効な新しい薬を創り出すプロ
ジェクトを進めている。シミュレーショ
ンの高速化により、これまでにない新薬
の短期間での登場が期待される。

富士通株式会社が、コンピュータを創薬に
応用できないかと考え始めたのは、25年
以上前のことだ。「当初は、海外のシミュ
レーションソフトを日本でも展開していま
した。その後、自社でもソフトを開発する
ようになり、高い精度が得られるように
なってきました」とバイオIT事業開発本部
の山

やまぐち

口政
まさひと

仁は語る。そのシミュレーション
の成果である新しい薬が、2012年秋に誕
生しようとしている。これは、2011年7
月から東京大学先端科学技術研究センター
と、3つの製薬会社との共同で進めている
研究によるものだ。

「この創薬プロジェクトにおける富士通
の役割は、2つあります。まず、疾患を引き
起こすタンパク質に強く結合して薬として
働く低分子化合物を見つけ出すこと。そし
て、それらの結合エネルギーを高精度にシ
ミュレーションすることで、薬の効き具合を
推定することです」とバイオIT事業開発本部
IT創薬推進室長で、東大先端研客員研究員で
もある松

まつもと

本俊
しゅんじ

二は説明する。前段のアプリ
ケーションにはOPMF (Optimum Packing 
of Molecular Fragments)、後段のアプリ
ケーションにはMAPLE CAFEE (MAssively 
ParalLEl Computation of Absolute binding 
Free Energy with well-Equilibrated 
system) の名称が付いている。

松本は「MAPLE CAFＥEは、2005年時点
で、世界一の精度を出しています」と言う。

MAPLE CAFEEの特徴の１つは、大規模
並列環境においてシミュレーションを同時
に実行できる点である。これにより、1つ
のCPUなら30年かかる計算が、400個の
CPUを同時に動かせば1週間でできる。そ
れでも課題になっていたのは、シミュレー
ション速度だった。数ある候補のうち１つ
の薬の効き具合を推定するのに、数カ月も
かかっていたという。それが、新しいスー
パーコンピュータの誕生で、劇的に短く
なった。現在進めている“がんと生活習
慣病向けの新薬創生プロジェクト”は、
2012年夏には富士通の担当部分が終わ
り、製薬会社による実際の合成の段階へ進
む予定になっている。

「さらに『京
けい

』を使えば、1週間で2000
種類のシミュレーションが可能です」と松
本はいう。「京」※とは、理化学研究所と
富士通が共同開発したスーパーコンピュー
タで、コンピュータの性能を測る代表的な
指標であるLINPACKベンチマークで2011
年6月と11月に、世界一と認定されてい
る。その設計・開発には、富士通川崎事業
所のスタッフが中心となって関わった。

“がんと生活習慣病向けの新薬創生プロ
ジェクト”のシミュレーションは、2012
年3月から現在まで、インテル製のCPU
を用いて富士通が開発した商用スーパー
コンピュータ(PCクラスタシステム)で行
われてきたが、2012年9月からは神戸市
にある「京」でも行われる予定になって
いる。すると、計算時間は約10分の1に
なる。また、これまで業界の標準となっ

ているフリーの分子動力学ソフトウェア
GROMACSはインテル製のCPUに最適に
作られていたが、現在、「京」で使われて
いるCPU用への最適化もストックホルム
大学によって進んでいることから、新薬開
発のさらなる高速化が期待できる。

「１つの分子に関する計算が速くできれ
ば、それだけたくさんのサンプルを試すこと
ができ、実験では出てこない、今までにない
薬を創れる可能性が高くなります。また、そ
の分子が他のタンパク質には作用しないか、
つまり副作用を起こさないかも確認でき、薬
の設計の後に続く治験にかかる時間やコスト
を圧縮できます」と松本は語る。

富士通は、シンガポールでも政府系組織
A*STARと共同で、IT創薬の研究を進めて
いる。がんのほか、日本脳炎やウエストナ
イル熱などの感染症用の薬を創ることを目
的としたプロジェクトだ。

山口は、富士通単独ではなく、他の研
究機関や製薬会社と共同で研究を進めるこ
との利点を「どのタンパク質をターゲット
にしたらいいのかは、我々には知見があり
ません。また、シミュレーションではまっ
たく同じように作れる薬でも、実際に合成
するとなると難易度が異なることがありま
す。我々だけでは得られない、別の視点か
らの評価が得られること、それによって解
析の速度がさらに上がること、そして我々
はアプリケーションの開発とその適用に専
念できることが、大きなメリットです」と
説明する。

富士通株式会社

スーパーコンピュータが創薬を変える

http://jp.fujitsu.com/   TEL: 0120-933-200

富士通株式会社

※「京」は理化学研究所の登録商標です。

© RIKEN
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川崎市中原区で、75年にわたって地域
医療の中心的役割を果たしている日本
医科大学武蔵小杉病院。ここでは診療
科の間の連携を深めながら、時代の変
化を先取りする先進的な医療を提供し
ている。

川崎市にある7つの区の中で最も人口が多
いのが中原区だ。その中原区を代表する街
“武蔵小杉”に、日本医科大学武蔵小杉病
院がある。1937年に日本医科大学丸子病
院として開設されて以来、地域の医療を預
かってきた。病床数が372床という規模に対
して、診療科の数は32科と多い。救命救急
医である黒

くろかわ

川 顕
あきら

院長は「いくら多くの科が
ある総合病院でも、それぞれの診療科の間
に壁があり、スムーズな連携ができなけれ
ば、病院としての総合力は十分に発揮でき
ません」と話す。

そこで、同院ではここ数年、診療科の間
の連携を強化する取り組みを進めてきた。

「関連のある診療科にまたがる『セン
ター』の開設です。臓器別の診療科が病院
の縦糸ならば、このセンターが横糸になる
ことで、これまでは受け入れが難しかった
患者さんを受け入れられるようになり、よ
り地域へ貢献できる病院になりつつあると
感じています」。

例えば、2003年に開設された救命救急部
は、2006年には厚生労働省から「救命救急
センター」に認定されている。川崎市内に
ある救命救急センターは、ここを含め3カ所
しかない。黒川は、日本で初めて厚生労働
省から認定された救命救急センターが東京
都文京区にある日本医科大学付属病院にで

きたときの、開設スタッフでもあり、救命
救急に対して強い熱意を持っている。

「現在は医師6名、研修医3名の体制で、
主として、いくつかの診療科にまたがる特に
高度な処置が必要とされる三次救急患者を受
け入れています」と話すのは松

ま つ だ

田 潔
きよし

救命救
急センター長だ。必要に応じて、脳外科、整
形外科、消化器外科など、各専門領域の医師
とともに、集中治療にあたっている。

2012年4月に同院に着任した松田は、救
命救急医になって28年目のベテランだ。こ
れから克服すべき課題として、“治療に着
手するまでの時間の短縮”を挙げる。「特
に、他院からのスムーズな転院を促すに
は、その医院の医師や看護師の同乗を必要
としない、自前のドクターカーが必要だと
考えました」と言う。

早速、同院では、2012年6月からドク
ターカーの運用を始めている。さらに松田
は、同院が大学病院であることも強く意識
している。「ここで研修を受けている研修
医のすべてが、必ずしも将来救急医になる
とは限りませんが、どの診療科に進むこと
になろうとも、救急の現場に立ち会う可能
性はあります。このセンターは、搬送され
てくる患者さんの数が多く、研修機関とし
て恵まれています。ここで救急のイロハを
学び、それぞれが進む先で、地域やひいて
は日本の救急医療に貢献できる医師が１人
でも多く育ってほしいと思っています」。

NICUの増床で医療従事者の志も高く
中原区は、川崎市で住民の平均年齢が最も
低い区だ。「高齢化が進む日本において、
この20年間に14歳以下の人口が増えてい

る珍しい地域です」と、勝
か つ べ

部康
やすひろ

弘小児科
部長は言う。それだけに、産科、小児科
に対するニーズも高い。2011年10月に本
格的に稼働した「新生児・小児医療セン
ター」は、産科、新生児内科、小児科、小
児外科で構成されている。NICU（新生児
集中治療室）は3床から6床へ、GCU（継
続治療室）は6床から12床に増床した。他
のNICUで学んできた医師や看護師が核に
なっている。センター長を兼任する勝部
は、次のように話す。

「川崎市ではNICUが計30床必要と言わ
れてきましたが、不足した状態が続いてお
り、隣接する東京や横浜への患者の流出が
課題になっていました。当院の増床後も、
他院と合計で24床とまだ足りていないの
ですが、以前よりも貢献できているのでは
ないかと思います。また今回、小児外科が
加わったことの意義も、地域の開業医との
会話などを通じて強く感じています。以前
は扱えなかったハイリスクの妊婦さんのお
産や、重症度の高いお子さんも受け入れら
れるようになり、医師や看護師のモチベー
ションが向上しました」。

小児科は、様々な症例の患者が訪れる
総合診療科だ。「１人の医師が幅広い領域
をカバーしなくてはなりませんが、より専
門性を必要とする疾患に対しては院内に数

日本医科大学武蔵小杉病院

専門医の密な連携で先進医療を提供

黒川顕院長：歴史ある病院を変え続ける
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多くある他の診療科と連携をとり診療に当
たっています」。

地域が一体となって認知症に取り組む
高齢者へのケアも進んでいる。「街ぐるみ
認知症相談センター」は、2007年に文部
科学省の私立大学学術研究高度化推進事業
の一環として作られた組織だ。事業期間は
2012年3月で終了したが、現在も活動を
続けている。

「認知症の患者さんに必要なのは、医療
だけでも介護だけでもありません。みんな
で取り組み、街をあげて支えなくてはなら
ないものです」と、北

きたむら

村伸
しん

センター長は話
す。従来は、認知症に関して、気軽にかつ
継続的に専門家に相談できる場がきわめて
少ないという問題があった。

「全国に認知症疾患医療センターは150
カ所作られる予定ですが、いずれも相談部
門は病院の内部にあります。しかしそれで
は、足を運ぶ側の精神的負担が大きくなる
ことが想像されます。そこで、少しでも気
軽に相談してもらえるように、相談セン
ターを病院の外に設置しました。さらに相
談は無料で受け付けています」。

2012年4月20日までの相談者数は延べ
3185名に上る。家族が相談に訪れること
もあるが、本人がきた場合には、まずタッ
チパネルを用いた15点満点のテストを実
施し、点数が12点以下だった場合には、
さらに詳しい検査と面談を行うことになっ
ている。その結果は、相談者のかかりつけ
の医師宛ての「情報提供書」にまとめられ
る。これまでに、978件の「情報提供書」
を発行している。「この978名の方は、こ

の相談センターがなければ、認知症の疑い
をもってかかりつけのお医者さんに相談す
ることはなかったでしょう。早期発見に貢
献できたと自負しています」。

訪問者は日を追うごとに増えており、
現在は月に20名から30名が新たに訪れる
という。このセンターの運営には、市民ボ
ランティアも協力しており、地域ぐるみの
取り組みが進んでいる。「さらに認知症へ
の理解が進むことと、症状が早く見つかり
早く治療できる患者さんが増えてほしいと
思っています」と北村は言う。

高度先進医療に取り組むのは伝統
同院にはできたばかりの新しいセンターが
もう１つある。「血管内・低侵襲治療セン
ター」だ。センター長は、国内でも屈指の治
療症例数を誇る田

た じ ま

島廣
ひろゆき

之副院長が務める。
「センター名に『低侵襲』という言葉を入れ
たのは、それをアピールしたかったからで
す」。侵襲とは、外部から肉体を通常とは異
なる状態に乱す刺激を意味し、手術もそれに
含まれる。しかし、医療の進歩に伴い、開頭
や開胸、そして開腹といった、侵襲性の高い
手術を行わなくても、画像を見ながらカテー
テルを用い治療ができる疾患が増えている。
これにより、従来と比べて入院期間の短縮や
スムーズな社会復帰が可能になっている。ま
た、外傷などに伴う大量出血に対する低侵襲
止血術のニーズも高まっている。「カテーテ
ルからヒストアクリルという薬剤を注入し、
血管内から止血します。脳梗塞などを防ぐた
めに血液をサラサラにする薬を服用している
患者さんが最近増えていることもあり、特に
高い技術が求められる手技ですが、これを行

える医師がここには専任で3名います。現在
は保険適用外ですが、院内の倫理委員会での
議論を経て、処置を可能にしています」。

こういった高度先進医療への積極的な取
り組みを、田島は「日本医科大学の伝統」と
説明する。院長の黒川も、先進的な試みを続
けることは、研究機関を持つ大学病院として
の使命だと感じている。「とにかく先へ先へ
と、今後求められる医療のあり方を、先取り
して実現していきます。センター開設によ
る横のつながりの強化も進めます。近く、
『がん診療センター』を開設する予定です。
そうすることで、診療科の異なる医師同士や
コメディカルがフランクに話し合い、患者さ
んにより良い医療を提供できるようになるこ
とが、まさに私の望んでいることです」。

同院は、2014年に隣接する土地で新病
院の建設がスタートし、2016年に病院の
機能をそちらへ移転させる予定だ。そして
残された土地の活用について、黒川は大き
な構想を抱いている。

「低層階には医療や介護、福祉に関す
る企業等が入り、中層階には介護施設や保
育所を設置し、さらに高層階は住居部分と
する建物を作れないかと考えています。す
るとこの武蔵小杉キャンパスは、川崎市ま
ちづくり局が目指す医療・健康・介護・福
祉・文教ゾーンとしてもさらに発展するで
しょうし、私たちもそこへより大きな貢献
ができると考えています」。

http://kosugi-h.nms.ac.jp/
kurokawa@nms.ac.jp
TEL: 044-733-5181

日本医科大学武蔵小杉病院
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日本で初めて老化に注目した研究機関
は、現在の日本医科大学老人病研究所
だ。60年近い歴史を持つこの研究所
は、現在も老化を中心により広い生命
科学分野の研究を続けており、隣接す
る日本医科大学武蔵小杉病院と一体と
なって、新しい研究成果を１日でも早
く臨床につなげようと努力している。

現在は武蔵小杉にある日本医科大学老人病
研究所は、1954年に東京都千代田区に設
立された、日本最古の老化に関する研究機
関「老人病研究所」が前身である。開設直
後から、故・緒

お が た

方知
ともざぶろう

三郎所長らは、唾液腺
ホルモンやビタミンEと老化や老人病に関
する研究を進め、学会発表や論文投稿も積
極的に行ってきた。その後、緒方が日本医
科大学で教鞭をとっていたこと、また、研
究所に日本医科大学の関係者が数多く出入
りしていたことが縁となり、同研究所は
1968年に日本医科大学に移管された。そ
の後、拠点を東京都文京区などへ移した
が、1990年に現在の地に落ち着いた。

南
みなみ

史
し ろ う

朗所長は「現在、老人病研究所の
名はそのままに、老化に限定することな
く、広く生命科学を研究の対象とし、その
成果を臨床の場へ展開するまでの検証を行
う組織となっています」と解説する。

また、ここは日本医科大学の大学院（医
学博士課程）の教育も担っており、ゲノム
科学、ポストゲノム科学、分子レベルの形
態学、ミトコンドリア科学、神経内分泌
学、生命情報解析学などの学びの場として
も活用されている。

昨今、同研究所で進められている研究の

中で特にユニークで注目されているのが、
水素の医療への応用だ。

最も小さな分子“水素”が老化を防ぐ
「細胞内小器官であるミトコンドリアは、
エネルギーを合成することで知られていま
すが、その際の副産物である電子が酸素と
結びついて発生する活性酸素は、生活習慣
病や老化の原因になります」と、日本にお
けるミトコンドリア研究の第一人者である
太
お お た

田成
し げ お

男教授は言う。そのため、これまで
も活性酸素を不活性化する研究は盛んに行
われてきた。しかし、不活性化が不十分で
あったり、逆に抑制しすぎたりと、適切な
方法が見いだせない状態が続いていた。

そこで太田は、ヒドロキシルラジカル
（最も反応性の高い活性酸素）など問題の
活性酸素だけを不活性化する抗酸化物質と
して“水素”に注目した。「なぜ水素に注
目したかと聞かれたら、研究者としての勘
としか答えようがありません。最初に水素
で不活性化を試みたのは2005年1月です
が、このとき得られた結果には腰を抜かす
ほど驚きました。活性酸素によって弱めら
れて丸みを帯びていた細胞が、すらりと元
気になっていたからです。これはいけると
思いました」。

生理学的側面から見た場合、水素には大
きな２つの特徴がある。それは、分子サイ
ズが小さく体への循環が早いことと、水溶
性と脂溶性の両方の性質を兼ね備えている
ことだ。他の抗酸化物質は血流によって体
中を巡るが、水素の場合は拡散作用で体の
隅々にまで効率よく到達する。「さらに、
細胞というのは周りが油で中が水ですか

ら、油にも水にも溶ける水素は扱いやすい
のです」。

この研究に関する最初の論文は、Nature 
Medicine 2007年6月号に掲載されている。
その後の5年間で臨床実験の結果が得られる
直前まできている。歩みは順調と言えるが、
今日までの道のりは決して楽ではなかったと
太田は言う。「『水素水』とうたっておきな
がら、水素の含まれていないものが流通する
など、水素という言葉のイメージが必ずしも
良くなかったからです」。また、水素は、あ
まりにありふれた分子なので、頭から疑って
かかる人もいた。

それもあってか、太田が本格的に取り
組むまで継続的な研究はなされなかった。
「私も、日本医科大学に所属していなけれ
ば、この研究を本格的に始めることはでき
なかっただろうと思っています。日本医科
大学は伝統的にオリジナリティを大切にす
る組織ですから、そういった雰囲気にも助
けられて、ここまでやってきました」。

投薬前に遺伝子で体質を判断する
南が進めている研究は、遺伝子に注目し、副
作用を発生させない薬を創り出すことに寄

日本医科大学老人病研究所

生命科学への熱意は衰えない

+H2は水素のある培養液の細胞で、 +N2は水素の代わり
に窒素を加えた培養液で、活性酸素を発生させたPC12 
という細胞

+N2+H2
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与するものだ。「薬には必ず副作用があり
ます。湿疹が出たり熱が出たり、強い薬に
は、筋肉を溶かしたり白血球を消滅させた
りするものもあります。特に抗がん剤の場
合この問題は深刻で、10人に8人は深刻な
副作用に苦しんでいます。しかし、同じ薬
を投与しても、副作用が出ない人もいま
す。それは、体質が違うからです」。

そこで、ゲノム配列のSNPに注目し
た。そもそもヒトゲノムには、約30億個
の塩基対が存在するが、そのおよそ0.1％
にあたる配列が個人によって異なること
が知られている。その1つの塩基の違い
（SNP＝一塩基多型）が、ヒトの外見や
性格、体質などを決めているのである。
「わかりやすい例として、お酒に強い、弱
いがあります。これは、特定の塩基の違い
で生じるものです。同じようにある塩基を
調べれば、その人がある薬に対して、副作
用を起こしやすいかそうでないかもわかり
ます」。

南らの研究の結果、特定の塩基を検査す
ることで、その体質を比較的容易に判断で
きることが明らかになっている。現在は、
その実効性を裏付けるために検証実験を
行っているところだ。

「まずは抗がん剤、そして副作用が強い
脳梗塞の薬『ワルファリン』からの展開を
考えています。その後は、抗てんかん薬に
も応用していきます。将来的には、採血を
して1時間で、その患者さんにはどんな薬
が不向きなのかが判断できるようになれば
と思っています」。

水素の活用にしろ、より適した薬を提供
する試みにしろ、同研究所で進められてい

る研究は、いずれも患者へのメリットを最
優先に考えている。すぐ隣に日本医科大学
武蔵小杉病院があるので、研究の成果は臨
床の場へスムーズに持ち込まれるし、反対
に臨床での知見や疑問もすぐに研究所に伝
わるため、地に足の着いた研究が続けられ
ている。

臨床の現場からの同研究所への期待は大
きい。武蔵小杉病院の土

と さ

佐眞
ま み こ

美子医師はケ
ロイド治療のスペシャリストだ。土佐は、
ケロイド治療の難しさを「ケロイドはヒト
にしかできないので、動物実験ができず、
特効薬がありません。そして、ケロイドが
できる人とできない人がいます。これは今
のところ、できてみないとわかりません。
また、ケロイドを手術して取り除き、術後
3日間の放射線治療をしても、およそ20%
の患者さんは再発してしまうのが現状で
す」と説明する。

ケロイドは目立つため、できると気に
病む患者が多いことも、土佐の心を痛めて
いる。だからこそ、体質診断や特効薬の開
発が急務である。土佐が同研究所と共同研
究しているのはゲノムによる体質診断だ。
「ケロイドになりやすい体質だとわかれ
ば、例えばピアスの穴を開けないという選
択もできます」。

もちろん、その後の治療法、薬の選び方
にも研究成果を反映できることを期待して
いる。さらに、ゲノム診断に基づいて体質
の改善までできればと考えている。「そう
できると思って取り組まなくては、実現で
きません。研究所と一体になって、一刻も
早い臨床応用を目指し、前向きに取り組ん
でいきます」。

早すぎる研究もすべて患者のため
こういったオーダーメイド医療は進展が期
待される領域だが、一方で、根強い抵抗感
を持つ人も多かったと南は言う。「遺伝子
情報は、究極の個人情報だからです。しか
し、必ず必要とされるものだと信じて、め
げずに取り組んできました。結果として、
必要性が徐々に認められてきたことをうれ
しく思っています」。

また、解析に用いる技術の進歩も研究を
後押ししてきた。「かつて、薬と言えば、
個人個人に合わせて適量を調合するのが普
通でした。ところがいつのまにか、体の大
きな人も小さな人も同じ量が処方されるよ
うになりました。この点でも、１日も早く
オーダーメイド医療を実現させたいと考え
ています。輸血をする前には患者さんの血
液型を必ず調べますが、それと同じよう
に、その人の副作用の可能性や、適切な薬
剤の量がはっきりしてから、投薬するのが
理想の姿です」。

南はその理由を「すべては患者さんのた
め。それが私たちの研究の唯一、そして最
終的な目的です」と説明する。

「時には、早すぎるのではと言われる分
野にも積極的に取り組んできたのが、日本
医科大学であり老人病研究所です。あまり
早すぎて、周囲の理解を得にくいこともあ
りましたが、この伝統的な姿勢は今後も継
続していきます」と強調する。

http://home.nms.ac.jp/ig/index.html
shirom@nms.ac.jp
TEL: 044-733-1821

日本医科大学老人病研究所
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ADVERTISEMENT FEATURE

聖マリアンナ医科大学は1971年に創立
され、キリスト教的人類愛に根差した生
命の尊厳を基調とし、良医の養成を建学
の精神に掲げ、川崎市北部の地域医療の
拠点としての役割を果たしている。

「聖マリアンナ医科大学という名が示す通
り、我々はキリスト教精神に則った教育･
医療を実践している医学の単科大学です。
このような医学単科大学は、世界的に見て
も当校の他に例がないと聞いています」。
三
みやけ

宅良
ふみひこ

彦学長はそう述べる。

“マリアンナ・スピリット”が基本 
同大では、1つの専門分野に偏らない幅広
い知識と豊かな人間性を兼ね備えた医師を
育成することを目指している。三宅はその
点を強調する。「愛ある医療を、マリアン
ナ・スピリットと呼んでいます。それを身
につけさせる取り組みの1つとして、1年次
に宗教学の講義があります。医療に携わる
者に必要な基本的な心構えを、宗教学を通
じて学生に教えるのです」。
同大では、川崎市が運営する救急車に学
生を乗り込ませ、救急医療の現場を経験さ
せるという形で、実地教育も行っている。
また、外来診療においても、初診の患者が
来た時に、学生1人を付き添わせ、患者と
一緒に行動させることも実施している。そ
のメリットについて三宅はこう述べる。
「外来や検査の待ち時間に、患者さんは自
分の症状にとどまらず、様々な話を学生に
対してします。そして最後は、しばしば
『良い医者になってくださいね』と言って
帰っていきます。これは学生にとって医療

の原点を学ぶことであり、将来、医師とし
て患者さんと対面で診療をする時に、寄り
添う気持ちを忘れないためにも大切な基礎
教育なのです」。

よい医療を提供するためには、医師だけ
ではなく、医療に関わる様々な専門職の連
携が不可欠だ。そこで同大では、総合教育
センターの主催で種々のテーマについて、
医師や看護師、検査技師、理学療法士、薬
剤師、栄養士、メディカルコーディネー
ターなど多職種が参加するワークショップ
が活発に開催されている。
一方、同大はスポーツ医学の世界でも知
られている。元学長の青

あおき

木治
はるひと

人副理事長は
日本サッカー協会スポーツ医学委員長を務
めたこともあり、聖マリアンナ医大病院は
FIFA（国際サッカー連盟）のメディカル
センターに、世界で5番目、アジアで最初
に認定されている。

最先端医療と「心」の両立
日本では、高度先進医療の推進と病診連携
を目的に、大学病院本院などを「特定機能
病院」として認定している。聖マリアンナ
医大病院は、特定機能病院として、また川
崎市北部を中心とする地域医療の中核病院

として役割を果たしている。救命救急セン
ターを有するほか、総合周産期母子医療セ
ンターでは、一般の病院では対応できない
難産の母子を受け入れている。
様々な高度先進医療が提供されているな
かで、特に生殖医療センターにおいては、
最先端の不妊治療が行われている。石

いしづか

塚
文
ぶんぺい

平特任教授は、米国スタンフォード大学
医学部産婦人科と共同で研究を重ね、休眠
原始卵胞活性化技術を応用した早発閉経治
療の開発を世界で初めて行い、臨床応用を
開始している。この治療法に不可欠な卵巣
組織凍結保存の技術は、若年女性がん患者
ががん治療後にも妊娠できるようにするた
め、治療前に取り出した卵巣の保存技術と
して、全国の大学に先駆けて開発を進めて
きたものである。
三宅はこの最先端治療についてこう述べ
る。「がん患者さんの卵巣を、がんの本格
的な治療に入る前に取り出しておいて凍結
しておくという形の治療が、すでに始まっ
ています。その際、お母さんになる患者さ
ん本人の意思、病状、家族の意思をもと
に、社会的な倫理観や道徳観もふまえて総
合判断をした上で治療を進めます。高度先
進医療の担い手として、最高の医療技術を
追求する。その上で、患者さんや家族の意
思を尊重して、最もふさわしい治療法を決
めていく。技術と『心』という次元の異な
る二者の両立に、マリアンナ･スピリット
が求められるのです」。

聖マリアンナ医科大学

最先端医療を支える人道的精神

聖マリアンナ医科大学 三宅良彦学長 

www.marianna-u.ac.jp/univ/univ.html
soumu@marianna-u.ac.jp TEL: 044-977-8111

聖マリアンナ医科大学
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聖マリアンナ医科大学では、基礎研究
にとどまるのではなく、臨床応用をは
かり、さらには一般の病院でも使える
医療にすることが目標とされている。
知財活用にも力を入れ、大学発ベン
チャーが育っている。

聖マリアンナ医科大学の研究施設の１つ
に難病治療研究センターがある。近年は
HTLV-1関連脊髄症（HAM）を主軸に、
治療が困難な病気の病態解析・治療法開発
に取り組んでいる。HAMは、脊髄が障害
され歩けなくなるといった症状を示す病気
だ。その原因となるHTLV-1の感染者は世
界に2000万人以上いると推測され、患者
の多くは発展途上国に分布する。日本の
HAM患者数は約3000人。患者数として
は少ないが、他の先進国と比較すると多
い。そこで同大では、HAMの専門外来を
設けて全国から患者を受け入れるととも
に、山

やまの

野嘉
よしひさ

久准教授が中心となって革新的
な新薬開発のための研究をしている。
これについて、鈴

すず き

木 登
のぼる

知財事業推進セ
ンター長は「日本がリーダーシップをとる
べき分野と位置付けています。海外の研究
機関との国際共同臨床試験も視野に入れ
て、HAM分野の世界的な拠点を目指して
います」と語る。

臨床を見据えて
鈴木は、同大の研究の特徴として、基礎研
究にとどまるのではなく臨床応用を見据え
た研究であること、さらに大学病院だけが
可能な治療ではなく一般の病院でも治療可
能な形にする、という2点を強調する。そ

の好例として鈴木が挙げるのが、応用分子
腫瘍学の太

おおた

田智
ともひこ

彦教授による乳がん研究で
ある。太田らは、乳がんおよび卵巣がんの
抑制遺伝子であるBRCA1の機能解析を行
い、BRCA1がユビキチンリガーゼという
酵素であることを発見した。「BRCA1の
機能解析自体も基礎医学として大きな成果
ですが、多くの研究者の努力によって最近
では、一般の病院でもBRCA1に異常があ
るかないかを調べることができるようにな
りつつあります」と鈴木は述べる。

知財を有効に活用する
同大では、知的財産の活用に積極的に取り
組んでおり、知財を活用した事業推進のた
めにMPO株式会社という技術移転機関が
存在する。知財を活用した製品の一例が骨
セメント針である。これは、放射線医学の
滝
たきざわ

澤謙
けん じ

治教授が、骨
こつそしょう

粗鬆症やがんの骨転移
が原因で脊椎圧迫骨折になった患者の脊椎
に骨セメントを注入する「骨セメント注入
療法」に使用する針を開発した。近々製品
化する予定である。
ほかにも、心肺停止の患者に対して胸
骨圧迫を行う際に、脳血流をリアルタイム
で測定することができる機器が開発中であ
る。これは救急医学の小

こやま

山泰
やすあき

明助教が考案
したもので、近赤外線分光法を用いた医療
機械の改良を進め、数年後には製品化され
る見通しだ。
心臓CT装置の分野でも、循環器内科の
米
よねやま

山喜
きへ い

平助教は、従来では着目されなかっ
たデータを活用する世界初の心臓CT装置
のアイデアを考案した。今後、さらなる信
頼性の高い画像と低被曝を同時に実現する

心臓CT装置の開発を東芝メディカルシス
テムズ株式会社と行っている。
そのほか、株式会社ナノエッグという同
大発ベンチャーの医薬品開発事業・化粧品
会社がある。難病治療研究センターの山

やまぐち

口
葉
よう こ

子准教授らが、ドラッグ・デリバリー・
システム（DDS）として有効なナノカプ
セル化技術と、皮膚から薬剤を導入するた
めの外用剤技術を、化粧品に応用したもの
である。化粧品にDDS技術を導入した前
例はなく、「MARIANNA」ブランドの化
粧品は、医学部が開発した化粧品として新
市場を切り開いている。
鈴木は「MARIANNA」化粧品の意義に
ついてこう述べる。「皮膚は大事な器官で
あり、化粧品に関しても医薬品と同様、専
門家が効果と副作用を検証しながら作って
いくことが今後ますます求められるのでは
ないでしょうか。医学部発の化粧品の存在
意義はそこにあると思います」。

www.marianna-u.ac.jp/chizai/
chizai@marianna-u.ac.jp

聖マリアンナ医科大学知財事業推進センター

聖マリアンナ医科大学知財事業推進センター

高度医療の普遍化を目指して

HTLV-1感染者の分布：全世界で2000万人以上の感染者
がおり、先進国の中では日本の感染率が高い
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明治大学では、「現象数理学」という数
理科学における新しいアプローチが生ま
れ、数学がこれまで対象としてこなかっ
た領域にも果敢に挑戦している。

明治大学は日本が開国して間もない1881
年に開学し、日本の近代化とともに歩んで
きた私立大学である。その生田キャンパス
（川崎市）においては、理工学系の学部・
大学院の学生・研究者が、緑に囲まれた環
境の下で多様な学問を展開している。
中でも、明治大学先端数理科学インス
ティテュート（MIMS）は社会および自然
に現れる様々な現象の数理的解析を課題と
する国際的研究拠点として、際立った個性
を持つ。
三
みむら

村昌
まさやす

泰所長は、MIMSが目指している学
問についてこう語る。「私たちが目指してい
るのは社会に貢献する数理科学です。実験技
術や観測技術の進歩により、膨大なデータが
入手できるようになりました。一方、個々の
要素の解明も、精緻を極めています。しか
し、例えば疫病の流行や金融の不安定化、交
通渋滞といった現象がなぜ起きるのかを考え
る際には、個々のエージェントの動きより
も、相互作用の解析が重要です。ヒトゲノム
の塩基配列の解明だけでは、疾患が起きるメ
カニズムや、ヒトという複雑なシステムの全
体はわかりません。システムを構成する部品
や要素の解明から、複雑な相互作用の全体像
の解明へ、そこに数理科学の新たな役割があ
ると考えています」。
三村は、2008年に文部科学省のグローバ
ルCOEプログラム（GCOE）に採択された
「現象数理学の形成と発展」の拠点リーダー

も務めている。「現象数理学」と命名したの
は三村であり、具体的にはモデリング、数理
解析、シミュレーションを扱う。三村自身
は、モデリングが専門であり、明治大学に来
るまでに、広島大学、東京大学などで、「現
象数理学」の先駆けとなるような講義を行っ
てきた。ただ、三村のアプローチは、純粋数
学が主流の日本の数学界では、異端視される
こともあったという。そうした中で2007年
にMIMSが設立されたことは、三村にとって
も、理想的な研究環境が整ったことになる。

錯覚と数理の融合研究
MIMSの研究者の中で、人の知覚・認識の仕
組みを錯覚という側面から数理モデル化して
探求する「計算錯覚学」に取り組んでいるの
が、副所長の杉

すぎはら

原厚
こうきち

吉である。
杉原はこう説明する。「今まで心理学や
認知科学で研究されてきた錯覚の分野に、数
学を持ち込みました。錯覚を起こす眼の機能
を数理モデル化してその仕組みを調べる。そ
うすると、錯覚の強さを数値で表せますし、
最適化やコントロールができるようになりま
す」。錯覚は通常、事故の原因になる。錯覚
ができるだけ起こらない環境をつくることが
安全な社会づくりに役立つ。他方、錯覚を強
めることにより、見落としにくい標識なども
つくり出せる。杉原は言う。「計算錯覚学を
応用すれば、錯覚を強めたり弱めたりするこ
とで、社会に貢献できるのです」。

折り紙の工学への応用
一方、機械工学をバックグラウンドに持つ
萩
はぎわら

原一
いちろう

郎MIMS副所長は、京都大学の野
のじ ま

島
武
たけとし

敏博士らとともに、「折紙工学」という

ユニークな分野を確立してきた。「日本に
は優秀な折り紙作家が多数いますが、彼ら
は感覚で作ります。いわばアートです。と
ころが欧米人が折り紙に幾何学を持ち込ん
で、産業化も行いました。日本の七夕飾り
をもとに、英国人のエンジニアがハニカム
構造を開発し、これが数兆円の産業規模に
なっています。そこで我々は日本発で折紙
工学を提唱して新たな産業応用を図ろうと
しています」。具体的には、ハニカム以外
の構造や金属材料など多様な材料を提案し
ている。太陽光パネルのほか、今後は車の
衝突エネルギーを吸収する新バンパーの開
発など、多方面に展開する予定だ。

MIMSの教育と連携
所長の三村はMIMSの位置づけについて、
「日本にはもともと数学では優れた研究者が
多数いるので、数学と現象をつなぐ場所にし
ていきたいと思っています。そのために教育
も重視しています」と述べる。実際、MIMS
ではGCOEの資金を有効活用して、奨学金付
きのPh.D.プログラムを提供しており、海外か
らの留学生を多く集めている。
研究においても、国内外の研究機関等と
の連携が盛んだ。三村は期待を込めてこう語
る。「英国オックスフォード大学の数理生物
学センターや、フランスの国立科学研究セン
ターとの連携が実現しています。お互いの強
みを生かし合う形での国際連携を、今後さら
に進めていく予定です」。

明治大学先端数理科学インスティテュート

社会に貢献する“先端”数理科学

www.mims.meiji.ac.jp/
mims@mics.meiji.ac.jp  TEL: 044-934-7658

明治大学先端数理科学インスティテュート
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ヒトへの臨床研究を見据えて、大型動
物であるブタに注目が集まっている。
疾患モデルの作出をはじめ、さらには
異種移植を視野に入れた創造的な取り
組みが多数生まれている。

明治大学バイオリソース研究国際インスティ
テュート（MUIIBR）は、ブタを用いて、
難治性疾患・臓器移植（異種移植)・臓器再
生・生殖医療などの分野のトランスレーショ
ナル・リサーチを推進する国際研究組織であ
る。MUIIBR所長・研究統括の長

ながしま

嶋比
ひ ろ し

呂志・
農学部生命科学科教授は、体細胞クローンブ
タ、トランスジェニックブタの研究で世界の
先頭を走る1人だ。体細胞クローン技術によ
り、2009年11月には第6世代クローンブタ
を世界で初めて誕生させた。
クローンブタの研究が注目されるように
なった背景について、長嶋はこう述べる。
「ブタは臓器のサイズがヒトに近く、雑食動
物でもあることから消化管の構造・消化生理
もヒトに近いのです。1990年代に遺伝子組
み換え家畜の利用が医学的な目的にシフトす
るという世界的な潮流があり、疾患モデル動
物と臓器移植のドナー動物の作出が課題にな
る中で、ブタへの注目が高まったのです」。

希少難病疾患モデルを創出する
クローンブタの研究で培われた体細胞核移
植の技術により、様々な疾患モデル動物
を作り出すことが可能になった。その一
例が、長嶋たちが世界で初めて作りだし
た糖尿病疾患モデルブタである。若年発
症成人型糖尿病タイプ3(MODY3)の原因
遺伝子である変異型ヒト肝細胞核因子1α

(HNF1α)を導入した細胞を卵に核移植し
て作成した。「糖尿病治療薬や新しい治療
法の開発、再生医療などの前臨床研究に有
用です。さらに、この発生工学的な手法を
他の難病や希少疾患に応用できます」。そ
の例として長嶋は、拡張型心筋症や肝臓の
先天性代謝異常（OTC欠損症）を挙げる。
長嶋らは、異種間の臓器再生の取り組み
にも着手している。遺伝子改変により膵臓
を持たないブタをまず作り、その体内の空
間（niche）を使ってヒトのiPS細胞（人
工多能性幹細胞）から膵臓を作ることを最
終目標にしている。長嶋はこのプロジェク
トへの意気込みを語る。「すでに膵臓のな
いブタはできています。ブタの受精卵への
ヒトの細胞の注入は現在の日本の法律では
制限されているので、まずはウシやサルの
iPS細胞を使って、大型動物で異種間の臓
器再生が可能であることを証明します」。
MUIIBRでの臨床を見据えた研究は、日
本国内の他大学、病院、企業のほか、ドイ
ツのミュンヘン大学、米国ミズーリ大学の
NSRRC、中国の雲南農業大学、韓国のソ
ウル大学などと連携して行われている。

遺伝子資源の保存
トランスジェニックブタ、クローンブタを
資源として利用するためには、ジーンバン
ク化が課題となる。だが長嶋によれば、ブ
タの受精卵は低温に弱いので、凍結保存が
他の家畜に比べて難しい。そこで長嶋らは
ブタの体外成熟・体外受精卵の「中空糸ガ
ラス化保存」という手法を編み出した。
「腎臓疾患の人工透析装置の中に入ってい
る、患者さんの血液をろ過する中空糸が、

凍結保存に良いデバイスになることがわか
りました。これを長さ1～2cmのカプセル
状にして、受精卵を数十個収容します。一
瞬でガラス化状態にするのですが、この方
法だと細胞の生存率が高いのです」。
このほか、赤色の蛍光タンパク遺伝子を
導入した「赤色蛍光ブタ」も長嶋らが世界
で初めて生み出したものの1つである。蛍
光タンパクでは緑色のGFPがよく知られて
いる。長嶋は言う。「赤色は緑色よりも波
長が長く、移植した細胞の追跡やイメージ
ングに有利なのです」。この赤色蛍光ブタ
は、靭帯移植において、移植した靭帯が再
構築される様子を追跡するモデルなどに使
われている。
これらの要素技術をもとに、長嶋は、今
後は2つの方向を考えているという。「す
でにできているモデル動物は、なるべく多
くの人にプラットフォームとして使っても
らいたい。一方、希少難病のうちでも小児
科領域の疾患モデルを作って、小児の難病
患者の治療や回復に貢献したいですね」。

http://muiibr.com

明治大学バイオリソース研究
国際インスティテュート

明治大学バイオリソース研究国際インスティテュート

クローンブタ、トランスジェニックブタが拓く未来

ブタの体細胞核移植：核を除いた卵に、遺伝子操作した細
胞を核移植しようとしているところ
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多様で個性的な製品を幅広い産業分野
に提供する昭和電工川崎事業所では、
最新のプラントによって廃プラスチッ
クから水素をはじめ種々の物質を回収
し、無駄のない先端的なリサイクルを
行っている。

昭和電工株式会社川崎事業所は、同社の全
国にある事業所のなかでも最大級の規模の
事業所だ。55万9000平方メートルと広大な
敷地を持ち、有機・無機化学製品の開発・
製造の拠点である。昭和電工は1928年に昭
和肥料として設立され、その3年後に、現
在、川崎事業所のある土地で、農業肥料用
のアンモニアと硫安の製造を開始した。
「当時、他社は海外からの導入技術でア
ンモニアを生産していましたが、当社は初
めて、東工試（東京工業試験所、産総研の
前身）法と呼ぶ国産法でのアンモニアと硫
安の製造に成功しました」と、川崎事業所
の長

ながい

井太
たい ち

一所長は語る。以来、その製品の
種類は年を重ねるごとに増え、肥料原料以
外のものも数多く手がけるようになった。
現在では、アンモニアをはじめ、カセイ
ソーダ（水酸化ナトリウム）や次亜塩素酸
ナトリウムなど他の化学製品の原料となる
基礎化学品、窒素、水素、酸素を中心とし
た工業用ガス、半導体や液晶、太陽電池や
LEDの製造に必要な純度の高いアンモニア
や塩素などの高純度ガス、そして、食品添
加物や化粧品材料などの特殊化学品、およ
そ100に達する製品ラインナップを誇る。
なかでも現在、最も力を入れているのは、
2011年からの中期経営計画の事業ドメイン
であるエネルギー・環境分野と、情報・電子

分野に関わる、オリジナリティに富んだ製品
と技術だ。エネルギー・環境分野における川
崎事業所の取り組みで最もユニークなもの
に、使用済みプラスチックを利用して、アン
モニアを製造する技術がある。そのキーとな
るプラントが、同所にある「ゼロエミッショ
ン型使用済みプラスチック・ケミカルリサイ
クルプラント」だ。ここで、家庭から排出さ
れるパンの袋やシャンプーのボトルといった
廃プラスチックから、アンモニアの原料とな
る水素を取り出す。年間6万4000トンの廃
プラスチックを処理できるプラントは、日本
最大級だ。プラントの高さはおよそ60メー
トル。1班3名の従業員が3交替で管理・運転
に当たっている。

廃プラスチックからアンモニアを製造
アンモニアの製造には窒素と水素が欠かせな
い。窒素は大気から得られるが、一方の水素
を何から得るかは、長い歴史の中で変遷して
きた。製造を始めたばかりの1931年頃は、
水を電気分解していた。それが石油やナフ
サ、LNGから取り出すようになった。さら
に、低コストで環境負荷の少ない原料を探し
てきた結果、現在では廃プラスチックを利用
して水素を得るようになった。
「廃プラスチックには大量の水素と炭素
が含まれています。これらをしっかりと分
解して取り出し、水素はアンモニアの原料
に、炭素は二酸化炭素の原料にします。従
来の製造方法と比べると、サプライチェー
ン全体での二酸化炭素排出量は半減しま
す」と長井。
このプラントは、廃プラスチックを破砕
して、減容成形する工程と、有毒なダイオ

キシンなどを含む排気ガスを一切放出しな
い二段式ガス化炉によるガス化工程との、
2工程からなっている。後半の工程では、
まずプラスチックを600度から800度の低
温のガス化炉で処理し、続いて1400度の
高温ガス化炉で、それを水素と一酸化炭素
を主体とする合成ガスに改質して水素を取
り出す。その後、隣接する別のプラント
で、大気から取得した窒素と化合させてア
ンモニアを製造する。
こうした過程で、水素だけでなく、炭素、
塩、硫黄、スラグ、金属、ガラスなども回収
でき、同所の設備で、塩はソーダ原料の、硫
黄は硫黄誘導品の原料として使うことができ
る。現在、回収できずに捨てているものは、
ほとんどないという。
「回収率の高さが、このリサイクル方法
の最大のメリットです。廃プラスチックを
プラスチックとして再利用したり、燃料と
して活用したりする方法に比べて、圧倒的
に無駄がありません。プラントの稼働時に
発生する熱も、一部を別のプラントで活用
しており、この熱のリサイクルを今後も増
やしていく予定です。また、このプラント
の稼働に必要な蒸気は、他のプラントの発
生蒸気を活用しており、事業所全体が１つ

昭和電工株式会社川崎事業所

創業の地で最先端のリサイクル
低温ガス化炉

高温ガス化炉

ガス洗浄設備

脱硫設備

製造中に発生した
蒸気・温水

金属・ガラス

スラグ

塩

硫黄

熱源として工場内
で有効活用

製造中に発生した
CO2

液化炭酸ガス・
ドライアイス

ゼロエミッション型リサイクル：製造中に排出されるほとん
どの副生物がリサイクルされる
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のエコシステムになっています」。
2003年にプラントが本格稼働した当時
は、自治体が収集した廃プラスチックを敷
地内に運び入れてからの管理や、様々な混
合物の除去、塩化ビニールなどから発生す
る塩素によるプラントの腐食などに悩まさ
れることもあったが、それらをひとつひと
つ改善してきた。
現在、このプラントで製造されるアン
モニアの量は、川崎事業所全体の年間製
造量10万～12万トンのおよそ3分の1を
占める。ここで作られたアンモニアは、
アクリル繊維、窒素系肥料、接着剤、ク
リア系樹脂の原料のほか、火力発電所で
発生する窒素酸化物の除去と浄化、フロ
ンの代替品などとして環境分野でも使わ
れている。昭和電工では、このアンモニ
アに「ECOANN®」の名をつけており、
これは2012年2月に、川崎市の「低CO2
川崎パイロットブランド'11」に選定さ
れた。今後も、全アンモニアに占める
ECOANN®の比率を高めていくという。
さらに長井は、「このプラントでガス化
できるのは廃プラスチックだけに限らない
ので、石油産業系のプラントから排出され
るような有機系廃棄物のリサイクルに取り
組みたいと考えています」と展望を語る。

バイオエタノールや水の分析に寄与
エネルギー・環境分野に貢献する代表的な
技術と製品にはもう１つ、高速クロマトグ
ラフィー用のカラムがある。
「高速液体クロマトグラフィーとは、化
学物質の分離や分析に用いる技術で、どん
な化合物がどれだけ含まれているか解析で

きる機器です。そしてカラムとは、クロマ
トグラフィーに欠かせない、試料を分離す
る素材が充填された直径数ミリから数セン
チの細長い筒です。分析の能力は大きくカ
ラムの能力に依存します」と化学品開発部
の辻

つじ

勝
かつゆき

行部長は話す。
液体の試料を、カラムに入れると、その
中で成分ごとに分離され、時差を伴って外
へ出てくる。例えばオレンジジュースをカ
ラムへ注入すると、ショ糖、ブドウ糖、果
糖の順に取り出せる。
「川崎事業所ではカラムの充填剤として多
様なポリマーを製造しており、それをステン
レス管に充填した後に、カラムの完成品とし
て出荷しています」。さらに辻はこう話す。
「現在は、同じカラムでも、エネルギー・環
境分野で活用できる製品を重点的に拡充して
います。汎用品に加え、バイオエタノールの
開発や製造に欠かせない、“シュガー系”と
呼ばれる糖類の分析に優れた効果をもたらす
もの、それから、水の分析に有効なカラムな
どに力を入れていきます」。
昭和電工のカラムには「Shodex®」の
名が付けられているが、このShodex®の
ポリマーカラムのシェアは、日本国内では
約5割に達している。また、世界でのシェ
アも高く、大手3社の一角を占めている。

高純度アンモニアを東アジアで展開
情報・電子分野では、川崎事業所で培われた
高純度ガス製造技術の海外への展開を始めて
いる。これは、高純度ガスを必要とする工場
が、東アジアを中心に急増していることによ
る。川崎事業所で生まれた技術が世界へ展開
していく一例であり、これまでに、中国、韓

国、台湾に製造拠点を設けている。
「様々なデバイスに使われる半導体や液
晶、環境の分野でも注目されている太陽電
池とLEDをはじめ、昨今需要が増加してい
る各種デバイスの製造にも、高純度ガスは
欠かせません。高純度ガスにはさまざまな
種類がありますが、前述した素子やデバイ
スの製造に欠かせないのが、高純度のアン
モニアガスです」と辻。
昭和電工が高純度のアンモニア製造に
積極的に取り組むようになったのは、窒化
ガリウム系半導体の需要の急増を見越して
のことだった。窒化ガリウムは、省エネ需
要の急増で注目されている白色LEDに欠か
せない化合物半導体である。そこで、不純
物、とりわけ水を極力含まない高純度アン
モニアの製造技術を磨いてきた。すでに
2011年には、それまでは年間約3000ト
ンだった高純度アンモニアの製造量を、年
間5000トンにまで引き上げている。
川崎事業所は、アンモニアの製造技術、
その製造過程で生まれる中間品の製造技術
を基礎に発展してきた。その長い歴史の間
に蓄積した技術力と先見性を礎に、今後も
進化する世界への貢献を続けていく。

www.sdk.co.jp/
TEL: 03-5470-3235

昭和電工株式会社川崎事業所

シリコン半導体

N2O CH3F
C2F6 CH2F2

C3F8
c-C4F8 C4F6

HBr PETaCHF3
BCI3

液晶

化合物半導体

HCI NF3
NH3

H2Se
太陽電池
COF2 CI2 CF4

SF6

電子材料ガス製品：電子産業に必要とされるプロセス材料
ガスを豊富に提供している
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四半世紀の歴史をもつ、かながわサイエ
ンスパーク（KSP）では、株式会社ケイ
エスピーの支援のもとで、独創的なベン
チャー企業が次々と生まれている。

京浜工業地帯の高付加価値化が最初にテー
マとして浮上するのは、1970年代の終わ
りである。それを背景に日本初のサイエン
スパークである「かながわサイエンスパー
ク（KSP）」の構想が生まれた。KSPを運
営するケイエスピーは1986年に創業。研
究開発型ベンチャーに対し、創業前の段階
から企業の成長段階に応じたインキュベー
ション・育成支援を行っている。

研究そのものの支援は、財団法人神奈川
科学技術アカデミー（KAST）が担当し、技
術シーズを事業化・商業化する部分をケイ
エスピーが担っている。そのような連携に
より事業化した一例が、株式会社リブテッ
クである。リブテックはKASTでの5年間の
「幹細胞制御プロジェクト」終了後、中心
研究者がケイエスピーの支援を受けて創業
した。同社は、「がん」をターゲットにし
た抗体医薬品の研究開発を行っている。

インキュベーションを実現する仕組み
ケイエスピーのビジネスモデルについて、
代表取締役社長の大

おおきた

北智
ともよし

良はこう説明す
る。「当社では、創業されるベンチャー企
業に対して、研究施設の提供、投資を通
じた事業資金の提供、スクールやビジネス
マッチングなどの支援サービスの提供と
いった、３つ側面からサポートを行ってい
ます。例えば、研究者が創業する場合に
は、ケイエスピーとして投資する場合もあ

りますし、投資はしないけれど研究施設を
提供するなど様々な形で、計画づくりから
創業後の事業運営まで継続的に関わってい
きます」。

ここ数年、スクールで学んだ研究者が卒
業後にベンチャーを創業する事例が増えて
いるという。その１つは、聖マリアンナ医
科大学発のベンチャー企業、株式会社ナノ
エッグである。同社はナノカプセル化技術
を応用した化粧品を製造・販売している。

横浜市にある、理化学研究所　横浜研
究所発のベンチャーであるタグシクス･バ
イオ株式会社と、動物アレルギー検査株式
会社の２社も、同スクールの卒業生によっ
て創業された企業だ。タグシクス・バイオ
は、人工塩基対システムによる遺伝情報
の拡張技術をシーズとして、2007年に創
業。動物アレルギー検査は、イヌに対する
アレルゲンおよびアレルギー強度を測定で
きる検査法を開発して、主に獣医向けに提
供している。

研究開発拠点としての魅力
KSPにはベンチャー企業約50社のほか、国
内外の大企業約70社が入居している。それ
らの企業の多くはKSPを研究開発のための
施設として活用している。ここでの研究開
発のメリットについて大北はこう述べる。
「KSPは、一般的なオフィスビルとは異な
り、企業の研究開発を想定した設備を完備
しています。例えば、建物内にクリーン
ルームの設置が可能ですし、集中排水処理
設備もあります。また、大型設備の設置が
可能な床荷重や大容量の電気設備なども備
えており、東京都心から電車で30分の距離

で、これほどの研究開発環境が整っている
施設は他に例がありません。KSPの周辺は
市街地であるために動物を使った実験など
一部制限もありますが、必要な場合には京
浜臨海部の施設などを紹介しており、あら
ゆる分野の研究開発に対応が可能です」。

KSPがこれまでに投資してきたベン
チャー企業は約100社あり、株式公開
(IPO) を行ったのはそのうちの7社である。
「特にリーマンショック後、ベンチャー企
業の新興市場への株式公開は低迷していま
したが、2011年になって改善が見られ、
当社の投資先でも3社が株式を公開しまし
た。今後は株式公開だけでなく、企業買収
なども含めて、ベンチャー企業が育んだ技
術が商品として世の中に出ていってくれれ
ばと思っています」。大北はベンチャー支
援に込める決意をそう締めくくった。

株式会社ケイエスピー

研究開発を事業化する

www.ksp.or.jp/
info@ksp.or.jp      TEL: 044-819-2001

株式会社ケイエスピー

● 研究開発ラボ・計測ラボ
● 人材育成
● 技術ニーズ・情報の提供
● 特許流通サービスの提供

KAST

ケイエスピーとKASTとの連携により、
かながわサイエンスパークにおける研究開
発型ベンチャーの創出や産学公共同研究の
推進など、新産業の創出を目指しています。

研究成果の事業化に
向けたサポートを依頼

共同研究や高度な
試作 /計測を依頼

● 企業ニーズの提供
● 創業支援／成長支援／企業家育成
● 企業交流／イベント開催

（財）神奈川科学
技術アカデミー

KSP
（株）ケイエスピー

研究成果から新事業を創出するための連携体制
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ADVERTISEMENT FEATURE

ニュートリゲノミクス手法を用いた食品の 
機能性・安全性評価法の開発
KASTでは、東京大学の阿

あ べ

部啓
け い こ

子名誉教授
／特任教授をプロジェクトリーダーとし
て、健康・アンチエイジングのための機能
性食品・化粧品などの効果・効能を、科学
的エビデンスに基づいて評価解析する「健
康・アンチエイジングプロジェクト」を推
進している。

食は健康な生体を築き上げ、それを維
持する上で限りなく重要であり、適正な食
生活は “quality of life”(QOL)の向上に
寄与し、生活習慣病を防ぎ、健康寿命を延
ばす手段としても高い関心が寄せられてい
る。まもなくわが国では、65歳以上の高
齢者が人口の30％に達すると予想されて
おり、健康を保ち、エイジング（加齢）に
伴う生活習慣病の発症を遅らせる機能性食
品の開発は国際的にも注目されている。

機能性食品の効果・効能の解析は、こ
れまで、一面的現象に偏りがちであった。
しかし、近ごろ急速に利用が進みつつあ
るDNAマイクロアレイというチップを
用い、遺伝子レベルで予知する科学技術

“ニュートリゲノミクス”は、食品のトー
タルな作用・機能を網羅的に解析すること
を可能にした。

ニュートリゲノミクスはアレイ実験なら
びにデータ解析からなるが、その結果の正
しい解釈には、ゲノミクス（トランスクリ
プトミクス）を主体としつつも、プロテオ
ミクス、メタボロミクスといったオミクス
技術を組み合わせることが重要であり、よ
り広範な学問的知見の蓄積を必要とする。
また、食品や化粧品は、医薬品と違って劇
的な効果を生むものではないので、これら
製品ならではの解析の難しさがある。

特に健康・アンチエイジングを目指す製
品の開発には、効果・効能のこうした評価
解析による幅広い（一面的現象にとらわれ
ない）科学的エビデンスを実証することが
求められている。その課題に応えるため、
本プロジェクトでは、ニュートリゲノミク
ス（トランスクリプトミクス）を含めたオ
ミクス技術により、製品の生体機能を検証
し、その結果を製品設計、およびヒトでの
試験に向けた基盤研究へ適用することを目
標としている。

さらに、本プロジェクトは、神奈川県内
に多い食品企業や化粧品企業の健康・アン
チエイジング製品の開発に資することを強
く意識し、当初からこれら企業と連携する
ことを特徴としている。

本プロジェクトのもう1つの目標は、科学
的エビデンスに基づく「健康・アンチエイ
ジング」の商品を開発するための公的な第
三者評価機関（国際認証基準開発評価セン
ター機能）を世界に先駆けて構築すること
にある。日本では機能性食品の研究が進ん
でおり、physiologically functional food 
（生理機能性食品）の概念を日本から提唱
したことが、Nature1993年7月15日号の
ニュース記事に紹介されている。

健康寿命を延ばし、加齢を抑えて豊かな
生活を営むことは社会の願望であり、本プ
ロジェクトは、この日本発の領域を、学術
的・産業的・社会的に発展させ世界に発信
していくことを目指している。

財団法人神奈川科学技術アカデミー

神奈川発の先端科学技術を世界に発信する

www.newkast.or.jp/
sks@newkast.or.jp     TEL:044-819-2031

財団法人神奈川科学技術アカデミー

財団法人神奈川科学技術アカデミー（KAST）は、大学や研究機関、企業の研究所の科学
技術系人材が集積する神奈川県において、1989年の創設以来、KSP内に拠点を置き、先
端科学技術による地域振興の中核的な役割を担ってきた。
先端的かつ高度な研究の推進と技術移転、科学技術革新を担う人材の育成、地域中小
企業のものづくり支援などの事業活動を展開し、地域経済の活性化と県民生活の質的向
上に資するとともに、神奈川から先端科学技術を世界に発信している。
特に中心的な活動は、産学公連携のもとに進められる研究プロジェクトの推進であ
り、そこで創出される研究成果を発信し、技術移転することで、科学技術の力による地
域課題の解決や産業の活性化、豊かな県民生活の実現に貢献している。
近年、国際戦略を考える上で重要な、ライフサイエンスなどの先端科学技術分野にお
ける先駆的研究に取り組むとともに、市場展開を見据えた性能評価・認証基準の確立に
向けた研究開発を産学公の力を結集し推進している。

「健康・アンチエイジングプロジェクト」の阿部啓子リーダー
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